
問 題 の 水 溶 液 と水 溶 液 の 問 題

先日化学教室の雑誌会ヘピンチヒッターとして出演し

たのが運のつきで,小堀さんからたびたび電話があり,

理学部広報の次号に私が何か書かないと,予定が狂うと
いうお話である。広報はいつも頂戴して面白くよんでい

るが, これはわれわれにとってはよむもので,ま さか書

くものだとは毛頭思っていなかったので,頑張っていれ

ば小堀さんもあきらめて下さるものと思っていたら,あ

てがはずれて締切の前日とうとう書くはめにならた。

というわけなので始めから予定をたてて書くひまがな

いので,妙な題をつけたのだが,こ の題の半分は全部書
かないとわからないが,残 りの半分は途中でやめてもか

なりわかって頂けると思うので,時間切れになったらそ
こで失礼しようという魂胆である。

全部を書かなければいけないのは「問題の水溶液」の

方で, 2～ 3年前のことと思うがバチカンの常連のひと

りであるベルギーの生化学者 De Duveさ んが私に「君

ボーアがノーベル賞をとかして水溶液にした話を知って

いるか」 というから「そんな話はきいたことがないね」

と返事をしたら「君が中座している間に出た話 なのだ

が,簡単にくりかえすと,ボーアが戦時中デンマークを

脱出するときメグルをナチスにとられるくらいなら,強

酸の混合物でとかして,水溶液にした方がましだと考え
て,それを実行したのだが,それは話の半分だ」といっ

てまわりのひとにまちがいないだろうと念をおした。そ

れからそのつづきを話してくれたわけだが,それは「戦

争が終って帰ってみたら問題の水溶液をいれたびんは手

付かず棚のもとの場所にあった」ということだった。そ

のときまわりにいたひとのうちにはボーアさんと一緒に

仕事をしていたひともいたから, この話はたぶんまちが

いないと思うのだが, コーペンハーゲンによったとき念

のため別のひとにきいてみようと思っているうち,こ の

原稿を書くはめになったのでその意味でも問題の水溶液

である。

これで題目の半分を説明したが,まだお約束の紙数の

半分位にしかならないので残りの半分の方にとりかかる

ことにする。私が理学部を卒業したのは 1923年だが,

その頃デバイさんはチューリヒにいた。その当時物理化

学のひとつの
~‐

2に塩類を水にとかしてできる強電解質の

溶液の問題があった。酢酸のような水溶液の問題は分子

とイオンの平衡 (質量作用の法則)でよく説明されるの

に食塩の水溶液となるとこの考え方はあてはまらない。
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しかし塩類が固体として存在するとき,イ オン結晶であ

ることは当時すでに明らかにされていたから,水溶液で

も完全にイオンに解離しているものと考えるひとはいた

が,測定の結果はその考えと一致 しないように思われ

た。そこでインドのゴーシュがイオンが溶液で格子状に

ならんだ模型を考えその間の静電力で問題の解決を試み

たが,その論文をバウアーさんがチューリヒの物理学会

で紹介した。それをきいていたデバイさんは溶液中でイ

オンが静止しているとは,おかしな話だといったが,バ

ウアーさんはイオンの熱運動があってもその平均位置を

考えて計算した結果とあまりちがわないのではないかと

いってゴーシュ論を支持した。しかしデバイさんは納得

しないで早速イオンの熱運動を考えに入れた計算をはじ

めまもなくゴーシュの理論よりはるかによく実験値と一

致する強電解質論を作りあげた。これが今日デバイ・ ヒ

ュッタルの理論として知られているもののはじまりであ

る。 ヒュッタルさんは当時デバイさんの助手を してい
て,その頃までに発表されていた強電解質に関する膨大

な資料を集めて検討したひとである。

このときから約半世紀まえ,物理化学では化学現象を

取り扱う方針を物質観からエネルギー観にかえる気運が

でていた。その基礎となる熱力学はビアニストたらんか

物理学者たらんか二者択一にせまられていた青年プラン

クに後者への道をえらばせたほど魅力的なものになって

いたから,化学におけるエネルギー観も物質観より次元

の高いことがいえるようになっていた。その最初の発展

は題目の後半の「水溶液の問題」で上に述べたデバイ・

ヒュッケル論の先駆 となったものである。 (第 1回のノ

ーベル化学賞はファントホッフの溶液論に対して与えら

れている)。

物理化学で物質観がまたもとのような地位をとりもど

したのは量子力学成立前後のことである。これはハイゼ

ンベルクが St.Andrews大 学で行なった講演 Physics

and Philosophy(河野・富山訳では「現代物理学の思

想」91頁)で「量子論はその根を原子物理学におけると

同じくらい化学のうちにもっていたのである」という一

節をあげるだけで十分であろう。こう書いては物理化学

があまりにもわりきり型の学問にみえて同業者にはなは

だ失礼なことになるのだが,いかんせん時間切れとなっ

たので,最初にお断りしたように,こ こで引下らせて頂

くこととする。
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